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2.チ ベ ット文 『人姓蹄屡五音脛』

おわ りに

は じ め に

 五姓読とは,陰 陽五行に基づく吉凶到噺の基礎原理であって,人 の姓氏をすべて宮

商角徴羽の五音に分類 し,そ れによって冠婚葬祭等日々の暮 らしを規制しようとする

ものである。もとより迷信の類にすぎないが,古 代には民衆の生活に相當深く根を下

ろしたものであったらしく見える。その起源は古 く,遅 くとも後漢の頃にはかなり流

行 していたことが王充(A.D.27-?)の 『論衡』の文から窺える。 その 「詰術篇」に

は,お そらく當時流行 した相宅書と思われる 『圖宅術』を引いて次のようにいう。

宅有五音,姓 有五聲。 宅不宜其姓,姓 與宅相賊,則 疾病死亡,犯 罪遇禍。

(住宅た五音による違いがあるように,姓 氏にも五聲の匠別がある。住宅が自身の

姓にふさわ しいものでないと,姓 と住宅とが互いに傷つけ合 って,病 氣になったり

死んでしまったり,罪 を犯 したり災難に出會 ったりする。)

これから五姓設は當初,相 宅と深く結びついていたことが知 られる。後世には相宅に

限らず一層廣い日常生活の分野に適用されることになるが,こ れが主たる封象である

事は攣わ らない。その理論はつまるところ五行の相克にある。その分かりやすい例が

やはり 『論衡』の 「詰術篇」にあるので,そ れを見よう。

『圖宅術』日:「商家門不宜南向,徴 家門不宜北向。」則商金,南 方火也。徴火,北

方水也。水勝火,火 賊金。五行之氣不相得,故 五姓之宅,門 有宜向。向得其宜,富

貴吉昌。向失其宜,貧 賎衰耗。

*京 都大學人文科學研究所
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(『圖宅術』に 「商姓の家の門は南向きに してはならぬ。徴姓の家の門は北向きにし

てはならぬ。」というのは,商 は[五 行では]金 行であるのに,南 方は火行にあた り,

徴は火行であるのに,北 方は水行にあたる。水は火に勝 ち,火 は金を損なう。これ

では五行の性質が調和 しない。そこで五姓の住宅には,各 々その門にふさわしい向

きがあるのである。)

つまり自らの五姓所屡に鷹 じて五行の調和を得るようにすることが災禍を避け招輻に

つながるとするのである。王充は,哲 學史上において無示申論的唯物論者と目される如

く,有 名な合理主義者であって,「 詰術篇」では當然ながら五姓説を批判の封象とし

ている。五姓読はその基礎となる五音蹄属自髄が極めて不合理なもので,王 充のみな

らず有識者の眼には荒誕の読と映ったことは想像に難 くない。例えば唐初に太宗の命

を受けて 『陰陽書』の編纂を行なった呂才は五姓読について,「験於纒典,本 無斯読,

諸陰陽書,亦 無此語,直 是野俗口傳,寛 無所出之庭。」(経 典を調べて もこのような読

はなく,種 々の陰陽書のたぐいにもこんな読はない。民間に傳わる俗読にすぎず,ま

った く根糠がない。)と 言い,「事不稽古,義 理乖僻者也。」(古 の正 しい方法によらず,

理屈も通 じ0い こじつけである。)と決めつけている1)。しか し批到はあくまで批剣に

すぎない。民間では相愛わらずこの僻読に拘泥することが多かった し,ま たそれを利

用 しようとする輩も存在 した。時代は呂才の頃より少 しく遡るが,階 の建國の際,そ

の正當性を主張しようとするのにも五姓読が用いられている。 『坤盤圖』 という書に

「泰,姓 商名宮,黄 色,長 八尺,… …白龍與五黒龍闘,白 龍陵,故 泰人有命。」(泰 は

姓が商,名 が宮,身 の丈は八尺ある。……白龍が五匹の黒龍と闘って,白 龍が勝つ。

それで泰人が天命を得る。)とある符命について,王 勧は上表 して次のように言 った。

「『姓が商』 といいますのは,皇 室の姓は五姓分類では商になるということで,『 名が

宮』とは,武 元皇帝(階 の初代皇帝楊堅の父,楊 忠)の 誰が五聲で宮に當たるという

ことでございます。 『黄色』は階が黄色を尊ぶか らで, 『長八尺』とは武元皇帝の身

の丈が八尺あられたことを指 しております。 『白龍が黒龍と翻う』とは,毫 州と榮陽

の戦のことでございまして,勝 つ龍が白いのは,楊 の姓は五音の所囑が商であ り,陛

下(楊 堅のこと)が 辛酉の年のお生まれで,方 位がともに西,西 は白色だか らでござ

います。」2)このような解繹を受け入れる素地が民間に廣 く行き渡っていたことが想見

で きる。 しか し五姓読は今日では迷信としてす ら,ほ とんど知られることがない。そ

の理論があまりにも軍純不合理であることから,近 世以降 しだいに塵れていったとい

1)『蕾唐書』巻七十九 「呂才傳」(中華書局標駝本pp・2720-1)。
2)『階書』巻六十九 「王働傳」(中華書局標貼本P・1603),ま た『北史』巻三十五(同PP・1294

 -5)。
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うのが實状であろう3)。以下は忘れられた五姓読について,古 代におけるその廣がり

を敦煙資料を通 して確認 しようとするものである。

1.敦 煙資料 中の五姓

 フ ラ ン スの 學 者 キ ャ ロル ・モル ガ ン(Carole Morgan)は1984年 に螢 表 した論 文 で

敦 燈 窟 本 中 の五 姓 読 に つ い て論 じた[MORGAN 1984]。 これ は も っぱ ら五 姓 読 を扱

った論 文 と して は最 初 の もの で,そ の 意 味 で は當 然 高 く評 債 すべ きで あ る。 しか し彼

女の用いた材料は藪量的にも決 して多いとは言えず,ま た種類においても限られてい

る。五姓読が民間に廣範に浸透していた事實を総髄的にとらえるにはなお不十分とい

わねばならない。われわれは先ず,敦 煙寓本中の如何なる資料に五姓読が反映されて

いるかを見て行 きたいと思う。

(1)宅 経 類

 五姓読は,上 にみたように,最 も早い時期から居宅の吉凶を占う相宅 と密接な關係

をもっていた。 したがって敦焼寓本中の宅経類に五姓読の濃厚な影響がみられるのは

不思議ではない。今日通行する 『黄帝宅経』には五姓読が痕跡として若干見 られはす

3)『 金史 ・海陵紀 』に 「[天徳]三 年(1151)四 月丙午,詔 遷都燕京。 辛酉,有 司圖上燕城宮室制

度,螢 建 陰陽五姓所宜。」 とあ って,こ の時期 まで は,少 な くとも形式的には五姓がなお用い

られていたことを知る。では五姓が廣れてい ったのは何時か らであるかという問題になると,

民間の實態を反映する資料が存在せず不明であ るが,明 代あた りが境ではなか ろうか。ただ知

識 として の五姓は相當後の時代 まで傳わ ってい る。その材料を以下 に墨げておこう。先 ず,王

磨麟(1223-1296)の 『小學紺珠』〇七 には,呂 才の 『卜宅篇』を引いて,宮 商角徴羽の五姓を

掲げ る。『宋史 ・藝文志』 には 「五姓合諸家風水地理」一巻,「 五姓鳳髄寳鑑論」一巻,「五姓玉

訣労通」一巻 の三種の五姓關連書を載せ る。(ち なみに明一代に著述 された書 の目録 『明史 ・

藝文志』の五行類 にはさすがに五姓を冠する書 は見 られ な くな って いる。)元の泰定元年(1324)

刊の 『新編事文類要啓割青鏡』(徳 山毛利家藏本)は 日用百科全書 といった 性格の書物で あ る

が,そ の外集所載 「姓氏源流」で は姓氏を韻によって配列 した上,上 欄外 に五姓を注記 してあ

るのが注 目され る。また建安書堂の明初刊本 『新刊増廣事文啓劉青鏡』(内 閣文庫藏)「姓氏門」

では姓氏を五姓 によって配列 している。明代 の通書の類は内閣文庫 に相當数所藏 されているが,

專門書だ けあ って,こ のような五姓姓氏が載せ られてあることが多い。 『金毫通書大全』巻三

十 「五音姓氏門」,『籠筐理藪 日抄』巻十二 「五音姓氏所属」,『新刻塁監暦法増補 鷹幅通書』巻

三十七 「五音姓厩」,『新刻天経地緯人統全暦三元館正通書』巻二十六 「千家姓」。 しか し通書

の如 きは前代の読 の無批判な襲用が多いと思われるか ら,日 用百科 と同日に論 じる繹 にも行 く

まい。事實,上 に墨 げた ものは最後を除き全同である。化石 と しての五姓な ら,清 朝 の時憲 書

で も末尾 に五姓が掲 げられて いるのである。 ちなみに わが江戸時代 の 日用百科類に も巻 末 に

 「五音蚊 五性名か しら」な どと題 して人名用字を(姓 で はな く名)木 性,土 性,火 性,水 性,

金性などに分か ち列0し てあるのな どは五姓論の海を越えた攣相 と言えようか。(い ま架藏 の

『萬萬雑書』 とい うものによる)

4)『 津逮秘書』本による。巻上 にみえる 「子夏云,墓 有四奇,商 角二姓,丙 壬乙辛,宮 羽徴 三/
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る もの の,基 本 的 に は五 姓 読 に 依篠 しな い4,。 しか し敦 爆 で 蛋 見 され たrL黄 』帝 推 五

姓 陰 陽等 宅経 圖 』(P・ch・2615)や 『葬 経 』(P・ch・3647)を 初 め とす る 宅 経 類 の 寓

本,P. ch.2632 Vo, P. ch.3281 Vo, S.4534 V。 等 はす べ て五 姓 読 を基 礎 と して い

る。 『陰 陽書 』の 断 片 もま た 同 じよ うな性格 を も って い る(P.ch.2534:巻 第 十 三;P.

ch.3594)。 上 に 墨 げ た う ちモ ル ガ ンが言 及 した の はP・ch・2632 V。, P・ch・3281 V。,

P.ch.3647の3種 の みで,こ とに残i念な の はP. ch.2615を 用 い なか った こ とで あ

る。 とい うの は敦 焼 窮 本 で五 姓 肝 属 の 姓 氏 リス トを 宮商 角 徴 羽 のす べ て に わ た って 知

り得 るの は,後 に 鰯 れ るよ うに,こ の 窺 本 に よ って の み だ か らで あ る。 リス トを 載 せ

る も う1つ の 窮 本,P. ch.2632 VOに は 角姓 の 部分 が鉄 落 して い る。 こ うい った 書

圏版1 P.ch.2632V。(部 分)

姓,甲 庚丁癸」 と巻下 「風門」 の條下の 「二宅,五 姓八宅,蚊 不宜高当仕塑塞」 との二箇所が,

序文に 『五姓宅纒』の書 名を墨げる以外には,五 姓に言及 するすべてで ある。現行の 『宅経』

全髄が五姓読に立脚 しているとは到底言えない。前者は序 文にい う 『子夏金門宅経』を引いた

ものと思われるが,後 者 は文意が今一つ明 らかで ない。ちなみに 『四庫全書総 目提要』はこの

書 を 『宋史藝文志五』五行類 に見える 『相宅経』一巻で はないかと している。現在通行の 「宅

経」 はこのよ うに五姓の影 の薄い ものであるが,し か し唐宋の頃までは五姓読 に基づ く相宅書

はすこぶ る多か った。 目録類 に著録された五姓關連の書を列學す ると,『 晴書 ・経籍志三』五

行 には 「五姓墓圖」一巻を出 し,下 に注 して 「梁有家書,黄 帝葬 山圖各四巻 。五音相墓書五巻,

五音圖墓書九十一巻,五 姓圖山龍及科墓葬,不 傳,各 一巻,雑 相墓書四十五巻,亡 」 とい う。

『替唐書 ・経籍志三』五行には 「五姓宅経」二 巻,「 五姓墓 圖要訣」五巻孫氏撰,「 玄女弾五 音

法相家経」一巻胡 君撰を録 し,『新唐書 ・藝文志三』五行類 にも 「五姓宅経」二十巻,「 郭氏五

姓墓圖要訣」五巻,「胡君玄女揮五音法相家経」一巻,「五音地理脛」十五巻 を載せ る。 さらに

我が寛李年間(889-897)の 成立とされる 『日本國見在書 目録』に も 「五姓宅擁」一巻,「 五姓i葬

圖」一巻 が見 えている。五姓読 に依櫨する相宅書がいかに盛行 したかを知 り得る。
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に ど うい うこ とが 書 か れ て あ るか を 一 二,例 を 基 げ て示 せ ば,P. ch.2632 V。 の 『宅

経 』 に は居 宅 圖 を掲 げた 後,次 の よ うな読 明 を 加 え る(圏 版1参 照):

 徴姓居宅地刑(=形),東 高南高西卒北下,水 濱出戌地,吉 。大門南出丁,大 富貴。

西出辛,小 吉。北出癸,凶 。壬,凶 。作舎,先 作北墳,次 起西塩,屋 次起南方,次

起東方,断 其利百倍。盆口三人。傷南家。少長自浮田宅。

(徴姓の居宅の地形は,東 が高 く南が高 く西が李 らで北が低ぐ,水 が戌[の 方角]

に出ているのを吉とする。 玄關が南の丁[の 方角]に 向いていると,大 いに富貴と

なる。西の辛[の 方角]に 向いているのは小吉である。北の癸[の 方角]は 凶。壬[の

方角]も 凶である。 家を建てるには先ず北の壁5》を作 り,次 に西の壁,部 屋は次い

で南,次 いで東とすれば,そ の輻利は噺 じて百倍となる。家族も三人殖えて,南 の

家を凌ぎ,少 し成長すれば自ずと田畑屋敷を手にいれるであろう。)

ま た,P. ch.3594の 「推 五 姓 墓 月 法 」 とい う項 目下 に は次 の よ うに あ る。

宮微羽三姓,上 利西南,下 利東北,三 月[九]月 墓月,辰 戌爲墓時。

商角二姓,上 利東南,下 利西北,六 月十二月墓月,丑 未時爲墓。

(宮徴羽三姓では,[墓 を作るのに]最 も良いのは西南[の 方角],次 によいのは東

北[の 方角]で,三 月九月が墓を作る月,辰 戌が墓を作る[に ふさわ しい]時 である。

商角の二姓では,[墓 を作 るのに]最 も良いのは東南[の 方角],次 によいのは西北

[の方角]で,六 月十二月が墓を作る月,丑 未の時に墓を作 る[の がふさわしい]。

(2)具  注  暦

 具注暦とは暦 日に付随 して日常生活に關する吉凶や禁忌を注として加えたものであ

るが,敦 煙文獄中にはこの種の窺本がすこぶる多い。そして,そ の吉凶判断には多 く

五姓読が用いられている。敦鳩で作 られたと考えられる 「甲申歳(924)具 注暦日」(S.

2404)6)に は 「推五姓利年月法」なる項目を立てて次のようにいう。「宮姓今年大利造

作,修 造大吉利,月 四月五月七月八月大吉。商姓今年大利造作,百 事大吉利,月 宜用

三月九月八月十月大吉。角姓今年小利修造,造 作小吉利,月 宜用四月五月正月二月十

月吉。徴姓今年小利造作,小 吉利,月 宜用正月二月六月七月吉。羽姓今年大利造作,

大吉利,月 宜用正月二月七月八月吉。」 これは本來 「宅経」に説かれるような 内容で

5)壁 と課 したのは,原 篤本の 「塩」字(ゴ ミ,ホ コリ)で あるが,こ のままでは意味を爲さな

い。いま 「縞」字の誤 った ものと して,こ のよ うに課 した。

6)こ の窺本 の年代比定 は,藤 枝 晃の考 護による[藤 枝 1973:411]。

                                    253



圖版2 Stein P・6(部 分う
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あるが,民 間の需要に呼慮 して暦 日に取 り入れられたものであろう。

 注意すべきは 「丁酉歳(877)具 注暦日」(スタィン蒐集刻本P.6號)に 「推丁酉年

五姓起造圖」,「五姓安置門戸井竈圖」,「五姓修造日」に蚊んで 「五姓種蒔日」という

ような項目も見え,こ の時代には五姓の鷹用が決 して相宅のみに限られなかった こと

がわかる(圖 版2参 照)。 この暦日は刻本であり,敦 燵でなく内地のいずれかの土地

で作 られたものと考えてよい。もちろん朝廷の頒布 した正式の暦日ではないかも知れ

ないが,9世 紀の中國にはこのような五姓による暦注を俘った暦日が印刷によって廣

く流布 していたことは否定 し難い事實である。當然,民 間の需要があったからに他な

らない。

(3)童  蒙  書

 一口に童蒙書といっても,そ の役割には種々あると考えられる。敦煙から蛮見され

たものについて言えば,『 千字文』や 『百家姓』のような書物の用途はなんといって

も識字にあるであろうし,『 蒙求』などは人物の逸話を通 じて教訓を垂れることを主

眼としている。教訓的色彩の濃い ものには他に 『太公家教』があり,こ れは敦燈遺書

によって初めてその内容が知られるに至 ったものである。同じく敦煙新螢見の 『開蒙

要訓』の性格は 『千字文』に近い。これらの書物はすべて敦煙において初學の用に供

されたものである。 しか し敦煙か らは別な一類の童蒙書も蛮見 されている。これ らは

問答髄を交えて書かれ,四 時八節や日月星辰,王 朝の交代,飲 食器物など庭世上の基

本的な知識の提供を主としている。 いま,P. ch.2721『 雑抄」7)の第五行以下の小部

分を引いて,そ の一斑を見てみよう。

 論三皇五帝。何名三皇,伏 義神農黄帝。三皇何姓,伏 義姓風,神 農姓姜,皇(=黄)

帝姓姫。何名五帝,顎 碩帝馨帝軒較帝尭帝姓伊祁舜帝姓挑。論三川八水五嶽四演。

何名三川,秦 川洛川蜀川。何名八水,浬 水溜水潮水涯水禮水鴻水療水濡水。何名五

嶽,東 嶽泰山,西 嶽華山,南 嶽衡山,北 嶽恒山,中 嶽嵩高山。何名四漬,江 河准濟。

すべて當時の常識のうちに入れてよいものである。ところがその極めて常識的な事項

の中に混じって次のような五姓の一節が含まれているのを見ると,五 姓読がいかに深

く民間に浸透していたかを知るのである。

7)こ の書の寓本は数多いが,そ の 中でP・ch・2721に は題名下に注 して 「一名珠玉抄,二 名盆

智文,三 名随身寳」 とい う。 那波利貞[1942]を 参照。 ちなみに那波 の録文には,五 姓の傍に

「ママ」を附 されて あることか ら見る と,彼 には五姓 の意味が分明でなかったよ うである。
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  何 名 五姓,宮 商 角 徴 羽。 五 姓 作 何 聲 色,黄 聲 宮,白 聲 商,青 聲 角 う赤 聲 徴,黒 聲

 羽Q (P.ch.2721,U.20-21)

『雑抄 』 と同 じ類 に 属 す る 『孔 子 備 問 書 』 に も次 の よ うに い う。

  何 謂 五 姓,宮 商 角 徴 羽此 之 是 也 。 五 姓 何騒,角 属 東 方 木,徴 属 南方 火,商 属 西方

 金,羽 属 北 方 水,宮 厩 中央 土,此 之 是 也 。(P.ch.2581,ll.61-62)

ま た 同 じ く 『醐劇 新 婦 文 』 と題 す るテ キス トに も以 下 の文 が あ る。

  何 名五 行,金 木 水 火 土,何 名 五 姓,宮 商 角徴 羽。(P.ch.2633, ll.25-26)

 これ ら童 蒙 書 に 五 姓 が読 か れて あ る事 實 は,五 姓 読 が 一群 の相 宅 の術 士 に の み 知 ら

れ實 践 され て い た よ う な特殊 な存 在 で は な くて,民 間 に普 遍 的 に行 な われ て い た讃 左

で あ る。

(4)韻   書

五姓読が民間に極めて親 しいものであ ったことは,全 く別の材料か らこれを知り得

圖版3 P・ ch・2014(部 分)
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    表1 刻本 「切韻 」中五姓注記 のあ る文字一覧(「切韻」及び 『廣韻』封照)

〈刻本切韻〉 〈切韻〉 〈廣韻 〉

先 蘇前反前早又始亦徴姓字從

出人又屑現反五

蘇前反又蘇見反 先後也又姓左傳有先彰蘇前

切又蘇薦切四

田 徒天反土地堪相庭亦徴姓古

田猟狩庭名十八

徒賢反九 繹名日己耕者日田田填也五

稼填満其中也又姓出北李敬

仲自陳適齊後改田氏九代途

有齊國徒年切十九

宣 相縁反吐布顯揚明也遍通也

用散也又天子宣室亦徴姓九

須縁反三 布也明也焚也通也緩也散也

須縁切九

全 聚縁反具色純也完正亦徴姓

正令六

聚縁反三 完也具也又姓呉有大司馬全

綜疾縁切七

瀟 蘇彫反草名又商姓 草名又縣名在浦郡蘇彫反 蕎也詩云采瀟穫寂亦縣名在

油郡新語云薫斧名又姓出蘭

陵廣陵二望本自宋支子食采

於繭後因爲氏漢侍中薫彪始

居蘭陵彪玄孫望之居杜陵望

之孫紹復還蘭陵紹十一代孫

整始過江爲廣陵人風俗通云

宋樂叔以討南宮萬立御読之

功受封於簾列附庸之國漢相

國瀟何印其後氏也蘇彫切十

六

巣 鳥集又居縣在盧江鋤肴反三 設文日鳥在木上日巣在穴日

稟爾雅日大笙謂之巣又縣名

在底江亦姓有巣氏之後左傳

楚有巣牛臣銀交切八

[口IIIIH目 □又 古縣及居

巣 縣在盧江角姓九

茅 莫包反草似蘭有花又王祭以

縮酒又古者封諸侯以爲籍又

明也又山名亦角姓也七

莫交反四 草名左氏傳日前茅慮無明又

姓史記秦有茅焦莫交切八

閻 里中門又里門外椙下亦徴姓

也

里中門又姓出天水河南二望

態 織廉反寒姓態首職又事宮窟

省亦宮姓五

(以上P2014)

＼省職廉反 至也慮砒漢官日窟事秦官也

又姓楚詞有驚タ俗作落職廉

切六

週 ＼旋好回又邪齪角姓戸灰反

十二

(P2015)

戸恢反(回 字) 違也轄也邪也又回中地名亦

姓古賢者方回之後戸恢切十

三(回 字)

衙 行貌見楚詞亦徴姓

(八語韻)

行貌楚餅導飛廉之衙＼又五

加反衙府

行貌楚詞云導飛廉之衙衙又

音牙
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許 虚語反然＼與所聴亦徴姓発 虚 呂反一 許可也與也聴也亦州名本爲

臣伯夷後周武王封其苗文叔 許國大嶽之胤周武王伐紺所

於許以爲太嶽口三爲楚口口 封漢爲頴川郡周爲許州又姓

出高陽汝南本自姜姓炎帝之

後大嶽之胤其後因封爲氏虚

呂切二

汝 爾、叉[旧 亦徴姓陳大夫叔

汝之後如與反六

知與反五
マ マ

爾也亦水名山海経日汝水出

天息山亦州名春秋時爲王畿

及鄭楚之地左傳楚襲梁及窪

漢爲梁縣後魏爲汝北郡階移

伊州於陸渾縣北途改爲汝州

又姓左傳膏有汝寛人渚切六

[呂] …官呂侶也又脊骨亦徴姓炎 力基反 字林云脊骨也読文作呂又作

帝後口口口ロ…四嶽弩又曲 瞥亦姓太嶽爲禺心呂之臣故

禮舜ロロ之臣口口口口口口 封呂侯後因爲氏出東李力墨

(以 上P5531) 切十三

*「 切 韻 」 は所 謂 「切 三 」(S.2071)を 用 い る

る。 そ れ は切 韻 系 の 韻 書 で あ る。今 世 紀 初 頭 の敦 煙 遺 書 の螢 見 以 來,そ の 中 に 「切 韻 」

の 古 い 寓本 や刻 本 が 含 ま れ て い た の は有 名 な事 實 で あ る。 それ まで は切 韻 系 の 韻 書 と

して は 宋初 の大 中祥 符 元 年(1008)重 修 の 『廣 韻』 が 知 られ るの みで あ った が,敦 煙遺

書 の 中 か らは多 くの よ り古 い テ キ ス トが 出現 した 。 その 内 の い くつ か は陸 法 言 の原 本

「切 韻 」(601)か 或 い は それ に 極 めて近 い もので,,音 韻 史 の研 究 資 料 と して 實 に貴 重

な蛮 見 で あ った。 しか しい ま はそ れ に 燭 れ る こと を しな い。 い ま 問題 と す るの は ペ リ

オ ・コ レク シ ョ ンの 中にP.ch.2014(十P. ch.4747), P・ch・2015, P・ch・5531と

して 登 録 されて い る刻 本 「切 韻 」 で あ る8)。 この 刻 本 の 「切 韻 」に は,他 の窮 本 の 「切

韻 」 と は異 な って,し ば しば五 姓 の 匿 別 が 注記 され て い る。 (圖版3参 照)刻 本 「切

韻 」 の う ち五 姓 注 記 の あ る文 字 と その 注 を,敦 焼 寵 本 「切 韻」 及 び 『廣 韻』 と封 照 し,

これ を 表1と して 掲 げ る こ とに す る。

 唐一 代 を通 じて 「切 韻 」 は しば しば増 訂 改 編 され 多 くの異 本 を 生 ん だ が,そ の 中で

五姓 注記 を もつ もの と して す で に8世 紀 に 「麻 呆 切 韻 」(705)と 「祝 尚 丘 切 韻 」(749)

の あ った ことが,侠 文 の 研 究 か ら知 られ て い る[上 田 1984:514-516]9)。 刻 本 「切

韻 」 は,テ キ ス トと して は この ど ち ら と も一 致 しな いが,五 姓 注記 を取 り入 れ た とい

8)こ れ らの刻本切 韻は版を異 にするものの,す べて同一書の醤片である。 特 にP・ch・4747の

 小断片はP.ch.2014に 接合可能 である。 またP. ch・2014に は 『大唐チiJ謬補閾切韻』の書名

 が見 える。

9)上 田は 『大唐刊謬補 闘切韻』に も鰯れているが[上 田 1984:517],そ こに五姓注記が 見え

 る ことには言及 していない。

258



高田 五姓を説く敦煙資料

う黙では軌を一にしている。暦日に見える陰陽吉凶の雑注を利用するに も,五 姓の所

属を知ることが先ず要請されるから,五 姓注記が 「切韻」に現れるようになったこと

は,ま さに民間の需要の反映である。 「切韻」自身は押韻の規範を示す韻書本來のあ

り方から,様 々な注繹を増加させることによって次第に爵書化 してい くという途をた

どる。0文 字に封 して数百字の注繹を與えることもままある 『廣韻』などはその終着

黙の姿と言 ってよい。注繹に何をつけ加え何をつけ加えないかは増訂者の主観による

ことはもちろんである。その意味で,い ま印刷という當時の大量生産技術によって作

られた刻本 「切韻」に五姓注記が備わっていることは注意すべきである。印刷された

「韻書」は多量に費 りさばかれることを目標とし,そ のためには當然ながら民間の需

要を機敏に反映せねばな らないからである。それほどに五姓説は普遍的であったと考

えてよい。

 以上4類 の敦煙資料は,時 代から言えばおよそ9・10世 紀のものである。一部古い

ものでは8世 紀のものもあるかも知れない。 これらの資料か ら,わ れわれは五姓読が

當時の敦煙に廣 く行なわれていたことを了解 し得る。 しか しこれが敦焼の特殊な状況

であったと考えるわけにはいかない。むしろこれらはほとんど全てが中原から敦焼に

傳わ ったものだと考えるのが自然である。我々は敦煙に遺存 した材料によって當時の

中國一般に廣 く五姓読が行なわれていたと信 じてよいのである。ただ敦焼にはその特

殊性もまた存在 し得る。五姓読を反映する材料に も敦燈ならではの特殊なものが存在

するのである。次にその材料を見 よう。

2.チ ベ ッ ト文 『人姓蹄厨五音経』

 フ ラ ン ス の 國 立 圖 書 館 所 藏 の 敦 煙 登 見 チ ベ ッ ト文 寓 本Pell�t tib騁ain l 27は 表 面

184行,背 面77行 か ら な る 比 較 的 長 い 巻 子 で あ る 。 そ の 背 面 第15行 か ら 第28行 に か け

て,謙 繹 す る と 『人 姓 蹄 属 五 音 経 』 と い う題 名 を も つ テ キ ス トが 書 か れ て い る10)(圖

10)こ の窮 本全 髄 の構 成 を 読 明 して お くと,〔1〕 表 面 の11.1-7?は1年 を各 月 ご とに分 か って 吉

 凶 を記 した 占書(マ ク ドナル ド[MAcDoNALD l 971:.,]を 参 照)。 〔n〕 績 くll.78-184は

 『火 爽 療 法』 と 呼 ば れ る 醤 學 テ キ ス ト(羅 乗芽[1987:373-388],及 び ブ ロ ン ド[BLONDEAU

 1972:7]を 参 照)。 〔皿〕背 面 の11.1-9は 干 支表(ウ ラ イ[URAY 1984:7]を 参 照)。 〔IV〕11. 10噛14は 五 行 の 配 合表
。 これ は 短 い も ので且 つ 次 の五 姓 の テ キス トと密 接 な 關係 があ るか ら全

 文 を課 文 と と もに掲 げて お くこ とに しよ う。

  Llo〃 〃 ・r・g myi mthun b・1・19・er d・・g my・myi thun /・hi a・g dang my・my; thun J   
chu dang mye my; thun〃

   ([五]行 の 合 わ な い もの に は,金 と火 が 合 わず,木 と火 が合 わ ず,水 と火 が合 わな い 。)  1
・11〃 〃srog mthun l)a lalsa dang chur phrad na mthun/sa dangmyer phrad na

   mthun/ sa dang sh}ng du phrad na xnthun/   ([
五]行 の よ く合 う もの に は,土 と水 を 配 す る と合 い,土 と火 を配 す る と合 い ,土 と木 を ノ
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jsescas"muハ ξ  「 「's■ssss-"ヴ K「内w幅痢   尋、s 馬酬 瞬餌"薦,   、 ぞ臥 ㎡噂"'  礪引NH'i略すkon bzaヤ h幅

          圖版4 P.ch・127V。(部 分)

}  ～心 恥轟 架「 司ゼ脳L

＼ 配 す る と合 い,)

 1.12 sa dang / gser du phrad na mthun 1 chu nyis phrad na mthun 1 mye gnyls phrad na

  mthun l shing gnyis phrad na mthun  

(土 と金 を配 す る と合 う。 水 ど う しを 配す る と合 い,火 ど う しを配 す る と合 い,木 ど う し

  を配 す る と合 う。)

 1.13 ser gnyis phrad na myi mthun/mye dang gser myi thun 1 shing dang gser myi mthun

  lchu dang gser mthun/chu dang shing

  (金 ど う しを配 す る と合 わ ず,火 と金 が合 わ ず,木 と金 が合 わ ない 。水 と金 は合 い,)

 1.14mthun〃 〃

  (水 と木 は合 う。)

〔V〕ll.15-28は 當 面 問題 の 『人 姓 五 音蹄 属経 』。〔VI〕 そ の あ とに 績 く11.29-77が ま た 最 初 の

テ キ ス トに似 た 占書 で あ る。 通 覧 して,こ れ らの テ キ ス トはすべ て 漢 文 原典 か ら謙 鐸 され た も

の と思 われ る。
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版4参 照)。 これ が 五姓 關 連 の もの で あ る こと は い うまで もな い 。 と もか く先ず この

テ キ ス トの ロ ー マ字 轄 窮 と繹 文 とを 掲 げ る こと に しよ う。 言 語 は 基 本 的 に チ ベ ッ ト語

で書 か れ て あ る もの の,多 くの部 分 が 漢 字 の 音 篤 か ら成 って い る。 封 照 の 便 を 考 え て
,

音 窺 部分 は ロー マ字 轄 寓 の 下 に 漢字 を添 え た 。 た だ 漢 字還 元 の容 易 で な い もの は□ に

よ って 當 該 音 節 が漢 字 音 寓 で あ る こと の み を示 して あ る。

ロー マ 字轄 窺 テ キス ト11)

15 〃my �,i rus pa dgu"yim gang la gtogs pa'i mdo〃

          五 音

16 〃kung zhes bgyi ba n;〃sa'; srog ste〃 〃pham/bam/kag/"am!zhim 
0

    宮                 氾  萢  口  閻  任

 /,gyam/1;'u/clng/zung/

  嚴  劉  鄭  宋

17 kwan/sun/pyan/'gyo,u/ye'u/kung/phyam/khug/yun/le,u/

   口 孫 口 牛 遊 宮 口 曲 口 牢

 khye'u/sha,/dze,u/byen/phyen/khung/gung!凸'di tsam

  仇  舎  口  口  口   口   口

18 ni a sa la gtogs pa lags l

l9 〃sho zhes bgyl ba ni 01gser gyl srog te〃 〃cang l wang/lyong/tho/

   商                  張  王   梁  唐

 yong/sag/sho/ha'/ he'i /su/dza/'gu/the,u/

  陽 索 常 賀i荊(?)口 左 口 挑(?)

20 do/khang/co9/zo/hwa/gra'/1e hu/khy;/dzo/sh;g/,,an/lu/

  杜 康 口 桑 口 口 令 狐 慶 蒋 石 安 盧.

 'byc/'bye'u/hag I ceg/pho'u/phu/la/she/hang/gye/

 口   口  都  籍  口   傅 (羅)仕 向(?) 口

21 'ba'/1we,1/phren/du'/hu'/to'u/tc/'byo,u/hig/lyo/rus, di ni o a gser

  (馬)  雷   口   口  唇  口  口   口   口  口

 la gtogs lags〃

22 〃 〃kQg zhes bgyi ba ni a/srog shing lags ste〃 〃Iung/jeg/cu/the'u 1

    角                   (龍) 程 朱  蟹

 []c/ha,u/kyong/khung/

 口  侯  口   孔

11)-iと 匪 別 した 一1 0は,い わ ゆる 反輔 キ ク字(gi-gu inverse)で あ るが,峯 者 は 音 債 に逡 い を

 認 める立場を取 らないので,韓 窺テキス ト以外で はこれを無硯 して 一iに統一 してある。
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23 'gwen/dze'u/che'u/tse'u l lag/., ci u 0 /塵/ko'u/thc'u/dza/'gye,u/

 原 趙 巣 曹 樂 周  冠 挑(?)左 牛

khyur/hwe'u/shra/kye'u/rus'di tsam ni

 屈  口 沙(?)口

24 kog la gtogs pa lags/

 角

25 〃ywu zhes bgy; ba ni/mye,i srag lags te〃 〃li a/shi 0/Jon/then/kwam/
             

 羽(?)                 李 史 陳  田  郭(?)

cheng/gya'/khug/shing/din/

 鄭 賀 麹 申(?)寧(?)

26dwan/lag/"1/gc'i/thwan!ser/sho'u/ha/'bye/kylr/rus'di rnams 0

 段 口 伊 児 口 醇 口 口 口 口

ni mye la gtogs pa lags〃

27 〃昌ywl zhcs bgyl ba ni a/srog chu la gtogs paﾘlags〃  〃yi 0/1u/

   羽              口 魯

,,it 
0 /,ba,/meng/ga'/byen/

 口 馬 孟 頁 口

28 hang/khyag/bye/thl'u/'bu/"un/hu/lwi a/zu/hi'u/構/bye'u/

 黄(?)口 李 口 武 温 胡 口 蘇 口  表

phe'i/wu/hyen/rus'd; rnam ni srog chu lags so

 口 口 口

澤 文

(1.15)入 の姓 氏 を五 音 の如 何 に した が って 蹄 厩 す る経 。(16)宮[姓]と 申 します

の は土 行 にて,氾,萢,口,閻,任,嚴,劉,鄭,宋,(17)□,孫,□,牛,遊,

宮,口,曲,口,牢,仇,舎,口,口,口,口,口,等 々(18)が 土[行]に 属 しま

す。(19)商[姓]と 申 しま すの は 金行 に て,張,王,梁,唐,陽,索,常,賀,荊,

口,左,口,挑,(20)杜,康,口,桑,口,口,令 狐,慶,蒋,石,安,盧,口,

口,郵,籍,口,傅,羅,仕,向,口,(21)馬,雷,□,□,属,□,□,口,□,

口,等 々の 姓 は金[行]に 属 しま す 。(22)角[姓]と 申 しま す の は木 行 に て,龍,葎,

朱,蜜,口,侯,口,孔,(23)原,趙,巣,曹,樂,周,冠,挑,左,牛,屈,

口,沙,口,等 々の 姓 は(24)角 に圏 します 。(25)羽(徴?)[姓]と 申 します の は火

行 にて,李,史,陳,田,郭,鄭,頁,麹,申,寧,(26)段,口,伊,兄,口,

酵,口,口,口,口,等 々の 姓 は 火[行]に 属 します 。(27)羽[姓]と 申 しま す の
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は 水 行 に て,[コ,魯,口,馬,孟,頁,口,(28)黄,口,李,口,武,温,胡,

口,蘇,口,表,口,口,口,等 々 の 姓 は 水 行 で あ り ま す 。

韓 寓 テ キス ト及 び 課 文 に つい て 若 千 の読 明を 以 下 に加 え る。

 (1. 15)チ ベ ッ ト語 のdguは 数 詞 の 「九 」 で あ るが,そ れ だ と こ こで は 意味 を 爲 さ

  な い。dguは'guの 誤 りで,次 の音 節"yimと と もに 漢語 「五 音 」 の 音 篤 で あ

  る に違 い ない 。 ・

 (1. 16)チ ベ ッ ト語 のsrogは 普 通 「生 命 」 の 義 で あ るが,こ こで は 五 行 の 「行 」

  に當 た る。kung zhes bgyi ba ni sa'i srog steと い う表現 は,漢 語 の 「宮 姓 土 行

  [也]」 を繹 した もの で あ る ことが 明 瞭 で あ る。 この漢 語 表 現 は例 え ばP.ch.3647

  『葬 経』L11に 見 え る。

、(1. 19)he'i=「 荊 」, the'u=「 挑 」 は 封 音 と して 異 常 で あ るが,そ れ ぞ れ 「刑」,

  「桃 」 に誤 った もの で あ ろ う。 後 者 の例 は1.23に も見 え る。

 (1. 21)「 馬 」 姓 は 漢文 リス トの 商姓 中に は 存 在 しな い。 しか し'ba'は 明 ら か に

  「馬 」 に當 て得 る。 正27羽 姓 の'ba'=「 馬 」 を 参 照 。 一 つ の姓 が 五姓 中 の二 つ に

  重 複 して い る こ とは 上の 「挑 」 な ど他 に も例 が あ る。

 (1・22)lung =「龍 」 に つ い て 。 P. ch.2615に 從 え ば角 姓 の 最 初 は 「廃 」 で あ るが,

  封 音 は明 らか に 「龍 」を 示 して い る。 「龍 」 は 焉誉 の トカ ラ系 住 民 の姓 と して,

  敦 焼 で は頻 見 す る姓 氏で あ る。 上 の 「荊」,「銚 」 と同 じ く誤 讃 と も考 え られ るが

  或 い は 「鷹 」 を 意 圖 的に 「龍 」 に 改 めた もの か も知 れ な い。

 (1. 25)チ ベ ッ ト文 字 表記 のywuは 封 音 か らす る と 「羽 」 か と も思 われ るが,こ こ

  は ど う して も 「徴 」 で な け れ ば な らない と こ ろで あ る。

 さて,姓 氏 の漢 字 還 元 はな か なか 厄 介 な仕 事 で,見 るよ うに,な お埋 め られ て い な

い もの も相 當 多 い。 封 音 か ら適 當 な文 字 を 當 て る こ と自盤 は常 に 自 由で あ るが,そ れ

で は客 観 性 に 乏 しい。 然 るべ き漢文 原 典 と一致 しな い もの に つ いて は愼 重 で な け れ ば

な らな い。 前 後 の分 脈 が 與 え られ ない 軍 純 な リス トで あ るだ け に他 の傍 誰 を 得 に くい

の が難 黙 で あ る。 唯 一 参 考 とな るの はP.ch.2615及 びP. ch.2632の 『宅経 』 に載

せ られ た五 姓 所 属 姓 氏 の リス トで あ る。 た だ 爾 窮 本 間 に は若 干 の違 い があ るの で,表

2に 爾 者 を封 照 して暴 げて お い た。 これ に よ る とチ ベ ッ ト文 の リス トは漢 文 の もの と

か な り違 って い る 。所 属 姓 氏 の敷 が少 な いの を 別 に して も,配 列順 に もま た 差異 が あ

る。 しか し1. 1 1以 下 の 商 姓 の初 めの 部 分 「張,王,梁,唐,陽,索,常 」 及 びL22以

下 の 角姓 の 初 め 「龍,理,朱,資 」 の 配列 はP.ch.2615と 同 じで あ り,1. 25以 下徴
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表2 五 姓 所 属姓 氏 リス ト(P.2632,P。2615封 照)

角姓
P.2615靡 程 朱 寳 公孫 沫 衛 毛 侯 董 □ □ 孔 桑 門 皐 鍾 蒋 管 五 績 巣 萬 玉 西

郷 院 穆 趙 曹 進 樂 紅 雍 周 挑 崔 古 口 宗 冠 高 妻 菱 攻 官 沮 成 車 左 向 瀟 尭

廉 銀 兵 刀 郡 ト固 粟 曲 随 原 琢 行 伺 牛 屈 東方 富 螢 燭 蒙 竺 貴 篤 漏 沙

 (P. 2632は 角姓の部分を鉄く)

徴姓
P.2632李 史 口 田 鄭 基母 質 丁 秦 口 麹 申 寧 載 薪 辛 曾 齊 郡 舜 段 慮 禮 直

P. 2615李 史 陳 田 郭 鄭 棊母 費 丁 秦 登 麹 申 寧 薪 曾 齊 郡 勇 段 慮 禮 直

紀 伏 萄 蘇 萬 砦 利 余 縢 己 費 膏 柴 昊 六 時 岐 伊 見 支 施 師 軍 葡 漆 西方 粟

紀 伏 苛 醇 萬 砦 黎 余 腺 己 費 奮 柴 婁 六 時 岐 伊 見 支 施 師 軍 葡 漆 西方 粟

輩 言 知 絃 蝸 子 士 威 諸 律 質 寧[    ]瑳 口 宰

輩 言 知 弦 蝸 子 士 威 諸 律 質 寧 列 報 生 習 密 班 口 宰 解

宮姓
P.2632陰 采 氾 福 閾 庶 閻 任i魏 嚴 耶 蓋 劉      孫 審 仇 屈 我 和 苗

P.2615陰 采 苑 焉 閾 廉 閻 任 魏 嚴 郡 蓋 劉 孔 □ 鄭 夫 宋 諏 孫 審 仇 屈 我 和 苗

牛 宿 明 富 陵 曲 謝 門 熊 蟹 裡 戚 汲 封 甘 威 飽 辛 蘭 彦 満 司徒 柳 陸 宮

牛 宿 遊 明 富 陵 曲         威 飽 辛 蘭 彦 満 司徒 柳 陸 宮 沙

和 間 求 梧 舎 沙 中 要 伏 談 雄 南 策 牢 口 九 冬 邸 豊 門 季 仲 再 院 宋

      中 要 伏 談 雄 南 宗 策 牢 口 九 冬 邸 豊 門 季 季 仲 院 氾

左

 囁 囁

商姓
P.2632 王 梁 唐 陽 索 張 常 荊 左 程 風 路 銚 上官 庄  康 郎 威 倉

P.2615張 王 梁 唐 陽 索 常 何 荊 左 程 風 路 挑 上官 庄 羊 杜 康 郎 雇 威 趙 倉

  向 章 伺 桑 賀 掌 強 長 賞 葵 蒋 石 顔 安 盧 景

塵 向 窯 章 廣 爾 賞 桑 葉 賀 車 掌 令狐 強 長 黎 丁 蒋 石 顔 雷 安 山 蘭 盧 景

韓 郵 啖 裏 白 栢 度 度 劇 慶 展        藷 葛 騎

韓 謝 郵 啖 仕 裏 傷 白 英 栢 度 會 度

屠 襲 夏 井 南 家 傅 成 合

屠 斐 夏 井 南 家

羽姓

口 展 房 劇 莞 方 慶 展 西口 籍

P.2632=呉 呂 表 彰 馬 孟 質 淳干 燕 楮 黄 榮 郭 解 魯 牟 巫 李 楚 歩 虞 徐 盈 武

P.2615呉 呂 表 彰 馬 孟 費 淳干 燕 楮 黄 榮 郭 魯 牟 巫 李 邸 楚 歩 虞 徐 盈 武

温 胡 雷 蘇 魑 溜 ト欧陽   飽 子 閲 魚 授 如 汝 皮 河 員 夏侯 衛

温 胡 雷 蘇 属 溜 ト欧陽[一云商]飽 閲 魚 受 如 汝 皮    侯 衛

姓 の 最初 部 分 「李,史,陳,田 」 の配 列 はP.ch.2615, P. ch.2632爾 者 に等 しい。

全 髄 的 に見 るとP. ch.2615の 方 が近 い關 係 にあ るよ うに 見 え るが,完 全 にRch.

2615に 櫨 った の で な い こと は多 くの 異 同 か ら 明 白で あ る。 何 らか の 類 似 した漢 文 原
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典 を も とに して い る こと は確 實 なの だ が,い ま これ を眼 に し得 な い の で當 面 は如 何 と

も しが た い 。 した が って 上 掲 テ キ ス トで 漢 字 を 當 て た もの は,P. ch.2615及 びP.

ch・2632の 五 姓 各 姓 リス ト中に 確 認 で き,し か も封 音 の上 で 許 容 し得 る もの の みで

あ る。P. ch.2615, P. ch.2632に 確 認 で きな くて も姓 氏 と して 封 音 上他 に考 え に く

い もの は,僅 か で は あ る が,括 弧 を 附 した うえ で 漢 字 に還 元 して お い た。 ま た封 音 で

多 少 な り と も問題 と思 わ れ る もの は右 に(?)を 附 した。

 その 封 音 の 面 で は,し か しなが ら,か な り雑 な扱 い が 見 られ る。 語 末 子 音 の 面 で は

1.25のshing =「 申」, din-「 寧 」 は 一ngと 一nと が 逆 に な って い な け れ ば な らな い。

ま た 同 じL25のkwam-「 郭」 は 一mで は な く 一9と な って い て 然 るべ きで あ る
。 こ

れ らは漢文 リス トの配 列 に よ らね ば封 音の みか らは還 元 が 難 しい。 ま た介 音 が 無 覗 さ

れ る こ とが 間 々 あ って ・1・20のhong =「向」, L 28のhang =「黄 」 は それ ぞ れhyong
,

hwangと す るの が よ り相 鷹 しいで あ ろ う。 L 23のshra =「沙 」 の 如 きは 一 種 の チ ベ

タニ ス ム と で もい うべ き もの で,無 意 味 な 一r一が 添加 され た もので あ る12)。 この い

くつ か の例 か ら分 か る よ うに,本 テ キス トの 封 音 の 取 扱 い は,一 貫 した シス テ ム を採

用 して の表 記 とい う よ りは,か な りル ー ズな い きあ た りば った りの や り方 で あ る。 し

か しそ れで も,基 礎 とな った 漢語 音 のお お よそ の 枠 組 み を掴 む こ と はで き る。 そ れに

よ って テ キ ス トの時 代 を 想 定 す る こと も可 能 で あ る。

 す なわ ち,こ の テ キ ス トの封 音 は一 般 的 に言 って い わ ゆ る10世 紀 河 西方 言 を基 礎 と

して い る と 考 え られ る。 それ はtho =「唐 」, sho =「常 」, dzo =「 蒋 」, khyi =「慶 」,

he'i =「荊(=刑)」, le hu=「 令 狐 」 とい った 宕 撮,梗 囁 字 の 封 音 例 か ら到 断 で き る。

以 下 の封 照 表 を 見 て い た だ きた い。

   標 準 音 河西 音 封 音

唐   daり   to～    tho

常   乞iaη   6io卍   sho

蒋   tsiaη   tsi:)～   dzo

慶

刑

令

標 準 音 河 西 音 封 音

k`iao  k`iai創  khyi

γiaη   xiai-   he'i

lia竃〕    liai四    le

 10世 紀 河 西方 言 の 音韻 特徴 で最 も顯 著 な もの は宕 撮 ・梗 囁 の鼻 子 音 韻 尾 が脱 落 す る

ことで あ るが,上 の例 は ま さに この 特 徴 に適 合 す る。 わ れ わ れ は この テ キ ス トを基 本

的 に10世 紀 の もの と考 え て よい。 た だ し,こ の 到 断 に 封 して は,あ るい は 反 封 の意

見 も有 り 得 るか も 知 れ な い。 そ れ は,cang-「 張 」, wang=「 王」, khang =「康 」,

12)1・20に もgra'の 例が見 える。 漢字は當て得ないがこれ もほぼga'音 の漢字 を爲 しているも

 のと考えて よい。 筆者はかつて このような 一r一を長音記號 と して の' a-chung(チ ベッ ト文 字
の一つ)が 愛形 した もの と考えたが,や はり 一r一と考え るのが 良いよ うである。 高田時雄 [1988

:33]を 参照。ただ し當時のチベ ット語で 一r一の有無 が 音韻として 非關與的であ ったと

 は必ず しも限 らない。
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cing, cheng =「鄭 」, meng =「 孟 」 と い うよ うな 藏 漢 封 音 と して は古 い層 に属 す る唐

代 標 準 音 的 な 封 音 例 の存 在 で あ る。 この 種 の封 音 は9世 紀 前 半 ま で の吐 蕃 期(及 び 露

義軍 期 に 入 つて か ら も しば ら くの 間)の チ ベ ッ ト文 字 音 窩 佛 典 に 組 織 的 に用 い られ て

い た もの で あ る13)。 この よ うな例 の存 在 は む しろ この テ キス トが9世 紀 に屡 す る こ と

を示 唆 す るの で はな い か と。 しか し,こ の よ うな例 を もって 上 掲 の 河西 方 言 的 な 一 般

的 特徴 を否 定 し去 る こ と も不 可 能 で あ ろ う6事 實 は,河 西方 音 が唐 代 標 準 音 た る長 安

音 に代 わ って 勢 力 を獲 得 した蹄 義 軍 期 に お い て も・個 別 ρ文 字 はな お標 準音 に よ って

讃 まれ 績 け る こ とが有 り得 たの で あ る。 そ の 意 味 で,こ れ まで 相 當 藪 が 知 られ て い る

吐蕃 期 の チ ベ ッ ト文 字 音 窮 テキ ス トに,河 西方 言 の 特徴 を示 す もの が な お蛮 見 され て

い な い こ と は強 調 して お いて よい 。

 この テ キス トの 時代 は,窩 本 自身 を 検 討 す る こと か ら別 の手 が か りを得 る。 もと も

とP.t.127號 寓 本 は一 枚 の ウ イ グル 文窮 本 を 裏面 に貼 り付 けて 補 修 して あ った 。 今

日,こ の 残 紙 は剥 離 され,Pelliot Ouigour 15號 と して 別 に 保 管 され て い る。 この窩

本 はAltun yaηga6と い う 瓜州 の ウ イ グル 人 に 宛 て て書 かれ た 手 紙 で あ る が,そ の

内容 か ら到 漸 して10世 紀 の もの で あ る こ とは 疑 い ない。 フ ランス の學 者 ハ ミル トン

(Jamcs Hamilton)の 論 断 に從 え ば,そ の 歴 史 的 背 景 は10世 紀 の 晩期 で あ る と い う

[HAMILTON 1986:109-113]。 補 修 に 用 い られ た 残 紙 が10世 紀 の もの だ か ら とい っ

て,P. t,127爲 本 自身 も10世 紀 の もの だ と は翫 言 で きな い。 しか し一 般 的 に は,爾

者 の 時代 は さ ほ ど違 わ な い と想 像 して よい の で は な い か。 少 な くと もP.t.127窺 本

が10世 紀 に使 用 され て い た こ とは疑 い な いの で あ る。

 チ ベ ッ ト文 『人 姓 蹄 属 五 音経 』 が10世 紀 の 敦焼 に於 い て使 用 され て い た もの と す る

な ら,そ の憺 い手 は い った い如 何 な る人 々で あ った か とい う興 味 深 い 問題 が提 出 され

る。 當 時 の 沙 州 す な わ ち敦 煙 は8世 紀 の80年 代 に 吐 蕃(チ ベ ッ ト)の 陥 れ る と こ ろ

とな り,そ の 後9世 紀 の牛 ば まで お よ そ70年 の 間 そ の支 配 下 に 置 か れ た。 當 然 チベ

ッ ト人 の官 吏 や兵 士 が 占領 地 の 治 安 ・行 政 を 捲 うべ く移 住 して きた はず で あ る。 そ の

後 齎 が吐 蕃 期 か ら蹄 義 軍 期 を通 じて,次 第 に 漢 人 の 文 明 に厘i倒され,っ い に は漢姓 を

冒 す に 至 った と い う こ と も十分 に考 え られ る。 そ して 彼 らは 中 國 の姓 氏 に付 随 して五

姓読 の 如 きを も採 用 した とい う こと に な る。 以 前,筆 者 は この よ うに 考 えて い た[高

田 1990]。 しか し今 は,本 質 と して逆 の場 合 も有 り得 るの で は な いか とい う考 え に

13)藏 漢鉗音の層別について は,前 掲の高 田[1988]を 参照。 吐蕃期 ・蹄義軍期は敦燵 の歴史時

 期を表わす用語。787-848を 吐…蕃期(す なわちチベ ッ ト支配期)と し,848年 以後11世 紀初西夏

 に陥落す るまでを蹄義軍期 と稻す る。また蹄義軍期 は9世 紀を張氏蹄義軍期,10世 紀を曹氏蹄

 義軍期 と二分することが多い。

266



高田 五姓を説く敦爆資料

傾いている。

 吐蕃支配期,敦 煙の漢人が支配者たるチベット人の言語 ・文字に接燭する機會はい

やとい うほどあったに違いない。漢文の爲経のみならずチベ ット文の窮経にまで強制

的に騙 り立てられることもあった。9世 紀のはじめ頃,大 規模に行なわれたチベット

文 『大般若経』『無量壽宗要経』の窩経人名には,Cang(張)stag-skyes, Wang(王)

klu-legs, Sag(索)legs-bzangと いった 「漢姓藏名」の人々が無敷に見えている14)。

こういった人々が果たして漢人であるのか,チ ベ ット人であるのかを一般的に決定す

ることには困難がある。しかしあるチベット文契約文書ではこのような 「漢姓藏名」

の人物が姓名ともに漢人である父親をもっている15》。チベットの影響によって漢人が

名前をチベ ット風に したものと解繹した方がよいのかも知れない。これは今 日の香港

の中國人が英語名を別にもっていることが多いという現象を髪髭させるものである。

恐らくはチベット文字を用いて漢文佛典を篤 したり,漢 語の詩や曲子を窮 したりした

主盤はこういった人々なのである。先に引いた 『雑抄』の初めの部分をチベ ット文字

で書いたものも存在 している16)。これは吐蕃支配期の終わり頃の話であるが,こ のよ

うな段階を経て,10世 紀の錦義軍後期にまでチベット語 ・チベット文を持ち傳えた人

々がいたと考えねばならない。ならば,こ れはチベット化 した漢人集團ということに

なる。 もちろんチベ ット化の契機としては,軍 に表面的な文化的影響でなく,通 婚を

含めた實質的なものを想定する必要もある。 しかし基本的には漢人であるか ら五姓設

を含めた漢人の風俗迷信を保持 しているのは極自然だといえる。

 もちろんチベット入の漢化といい,漢 人のチベット化といい,戴 然と二分 して考え

ること自膿に無理があることはいうまでもない。長い時間の流れの内には,し ばしば

雑居混血 も登生するであろう。チベットの血を受けてはいても普段の生活では實質上

漢人と愛わ らない人々も多くいたはずである。民族の決定は多分に自己の蹄属意識に

基づ くものであるか ら,今 日のわれわれが文献資料をもって云々するのは,ほ とんど

不可能に近い。 しか し10世紀の敦燈に純粋のチベット人社會集團が存在 し,そ こで五

姓読をはじめとするような漢俗が採用されていたとは少なくとも考え難い。

お わ り に

本 文 で は,五 姓 読 とい う今 日で は ほと ん ど 知 られ る こ との な い迷 信 的習 俗 が古 くは

14)例 は,西 岡祀秀 〔19851389〔 注〕(22)]か ら拾 った。 西岡 のこの注 は 『無量壽宗要経』の窮

 経生 ・校勘者の リス トで,中 國の黄文換が提示 した資料 によ っている[黄 1982:84-102]。
15)P.t.�297(pi鐵e 1)。この嵩,武 内紹人の教示による。

16)こ の種の資料 は高田[1988]に 集 めてある。参照されたい。
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かなり廣 く人々の生活に浸透 していたということを,敦 燈資料を通 じて初歩的に通観

したつもりである。筆者としては10世紀敦煙の言語肚會に主たる興味をもっているた

め,チ ベット文の 『人姓蹄属五音経』に引きず られて,五 姓読そのものに關する議論

i

を充分に展開させ ることができなかった。宋元以降の五姓読の清長も調べればそれな

りに明らかになるかも知れない。後の風水読などとの關連も氣になるといえば氣にな

る。 しか しい ま は す べ て別 の機 會 に ゆだ ね るの み で あ る。
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